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新川崎タウンキャンパス

大阪シティキャンパス

鶴岡タウンキャンパス
TSURUOKA

SHIN-KAWASAKI

OSAKA

浦和共立キャンパス
URAWA

　
義
塾
に
は
６
つ
の
主
要
キ
ャ

ン
パ
ス
以
外
に
も
、
国
内
外
の

各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持

つ
拠
点
が
あ
り
ま
す
。
自
治
体

と
連
携
し
て
設
立
さ
れ
た
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
義
塾
の

教
員
・
研
究
者
、
塾
生
た
ち
が

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
最
先
端
の

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
海
外
に
お
け
る

義
塾
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て

い
る
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
未
来
に
、

そ
し
て
世
界
に
ひ
ろ
が
る
慶
應

義
塾
を
紹
介
し
ま
す
。
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２
０
０
０
年
に
川
崎
市
と
の
協
働
の
も
と

開
設
さ
れ
た
新
川
崎
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
日
吉
・
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
と
直
線
距
離

で
２
㎞
足
ら
ず
の
川
崎
市
幸
区
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
実

践
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
義
塾
の
さ
ま

ざ
ま
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
員
・
研
究
者
と
大

学
院
生
が
参
加
し
、
分
野
横
断
型
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
最
先
端
技
術
の
産
業
化
を
目
指
す

研
究
等
、
20
件
近
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
々

進
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
通
称
は
「
K２（
ケ
イ

ス
ク
エ
ア
）タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」。
慶
應
義

塾
と
川
崎
市
が
協
力
し
て
産
学
官
連
携
に
２

乗
の
成
果
を
挙
げ
る
べ
く
、
頭
文
字
K
を
か

け
合
わ
せ
て
K２
と
し
ま
し
た
。
K２
タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
は
「
新
川
崎
・
創
造
の
も
り
」
地

区
内
に
あ
り
、
公
園
が
点
在
し
、
緑
豊
か
な

研
究
環
境
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
産
学
官
地
域
連
携
拠
点

新
川
崎
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
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現
し
ま
す
。
さ
ら
に
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
の

画
面
を
見
な
が
ら
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究

室
に
あ
る
風
船
を
割
る
体
験
（
写
真
左
上
）

で
は
、
遠
く
離
れ
た
場
所
に
あ
る
風
船
の
弾

力
も
割
れ
た
瞬
間
の
手
応
え
も
、
驚
く
ほ
ど

リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
医
学
部
の
要
請
で
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
を
開

発
す
る
た
め
に
始
め
た
研
究
で
す
が
、
こ
の

実
世
界
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
技
術
は
手
術
に
限
ら

ず
、さ
ま
ざ
ま
な
遠
隔
作
業
に
活
用
で
き
ま
す
」

　

K２
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
発
の
先
端
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
し
て
、
実
用
化
さ
れ
る
日
も
遠
く

あ
り
ま
せ
ん
。

ィ
ク
ス
は
、
位
置
と
力
の
情
報
を
電
気
的
に

制
御
す
る
技
術
に
よ
り
、
皮
膚
感
覚
の
手
触

り
と
繊
細
な
動
作
を
遠
隔
操
作
で
実
現
し
ま

し
た
。
百
聞
は
一
触
に
し
か
ず
、
ま
ず
実
体

験
し
て
く
だ
さ
い
」

　

機
器
の
一
方
に
ス
ポ
ン
ジ
を
置
き
、
無
線

で
つ
な
が
れ
た
片
方
の
機
器
の
レ
バ
ー
を
押

す
と
遠
隔
操
作
で
ス
ポ
ン
ジ
を
押
す
手
触
り

が
リ
ア
ル
に

伝
わ
り
ま

す
。
ま
た
マ

ジ
ッ
ク
テ
ー

プ
を
剥
が
し

た
時
の
ベ
リ

ベ
リ
と
い
う

微
妙
な
感
覚

も
正
確
に
再

環
境
で
す
。
ま
た
周
辺
に
は
大
手
企
業
の
研

究
所
や
先
進
技
術
に
意
欲
的
な
中
堅
企
業
が

多
く
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
の
意
見

交
換
等
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
理
工
学
部

の
大
西
公
平
教
授
の
研
究
室
が
K２
タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
ハ

プ
テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
ハ
プ

テ
ィ
ク
ス
と
は
、
人
間
の
触
覚
を
工
学
的
に

伝
達
・
再
現
・
可
視
化
し
、
そ
れ
を
実
用
化

し
て
社
会
に
活
か
す
技
術
の
こ
と
で
す
。

　
「
遠
隔
の
触
覚
再
現
に
は
、
セ
ン
サ
ー
を

用
い
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
微
妙
な
手
触

り
を
感
知
し
て
細
か
な
動
作
を
再
現
す
る
に

は
限
界
が
あ
り
、
世
界
の
多
く
の
研
究
者
が

断
念
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
西
研
究
室

が
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
実
世
界
ハ
プ
テ

理
工
学
部
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

工
学
科

大お
お

西に
し

公こ
う

平へ
い

教
授

理
工
学
研
究
科
修
士

課
程
１
年

許き
ょ　
せ
い

南な
ん

君

矢
上
と
の
行
き
来
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
。
仮
眠
設
備
も
完
備

　

谷
田
和
貴
君
と
許

南
君
は
、
共
に
大
西
公
平
研
究
室

で
学
ぶ
大
学
院
生
。
大
西
研
究
室
は
、
研
究
テ
ー
マ
に
よ

っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
か
れ
て
お
り
、
主
に
K２
タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
、
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
「
僕
は
両
方
に
関
わ
り
、
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
頻
繁

に
行
き
来
し
て
い
ま
す
。
K２
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
研
究

室
が
広
く
、
実
験
や
作
業
が
し
や
す
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
。

厚
生
棟
の
K２
ハ
ウ
ス
に
は
仮
眠
設
備
も
あ
り
、
泊
ま
り
込

み
の
実
験
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
」（
谷
田
君
）

　
「
私
の
研
究
室
は
K２
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
が
、
授

業
は
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の
で
や
は
り
移
動
し
ま
す
。
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
で
10
分
。
授
業
時
間
に
合
わ
せ
て
運
行
し
て

い
る
の
で
便
利
で
す
」（
許
君
）

　

公
園
や
池
が
あ
る
静
か
な
環
境
で
研
究
に
集
中
で
き
る

の
も
K２
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
。
２
人
と
も
大
西
教

授
の
も
と
で
、
世
界
最
先
端
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
確
か
な
充
実
感
と
強
い
使
命
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

理
工
学
研
究
科
後
期

博
士
課
程
２
年

谷た
に

田だ

和か
ず

貴き

君
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山
形
県
鶴
岡
市
の
慶
應
義
塾
大
学
鶴
岡
タ

ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
T
T
C
K
）
は
、
２
０

０
１
年
４
月
に
義
塾
と
山
形
県
お
よ
び
庄
内

地
域
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
開
設
さ
れ
、

先
端
生
命
科
学
研
究
所
（IA

B=Institute 

for A
dvanced Biosciences

）
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　

I
A
B
に
お
け
る
研
究
は
、
J
R
鶴
岡
駅

南
側
の
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
棟
（
写
真

❶
）、
北
側
の
バ
イ
オ
ラ
ボ
棟
（
写
真
❷
）

の
２
施
設
で
主
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
棟
が
位
置
す
る
鶴
岡
公
園
は
、
豊
か
な

緑
と
お
堀
の
水
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
で

す
。
同
じ
敷
地
に
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学

大
学
院
と
、「
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
図
書
館
は
、
学
生
や
研
究
者

に
限
ら
ず
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

一
方
の
バ
イ
オ
ラ
ボ
棟
で
は
、
メ
タ
ボ
ロ

ー
ム
解
析
な
ど
の
バ
イ
オ
に
関
す
る
実
験
が

行
わ
れ
て
お
り
（
写
真
❸
）、
隣
接
す
る
鶴

岡
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
49
セ

ッ
ト
の
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
装
置
が
置
か
れ

て
い
ま
す
（
写
真
❹
）。
バ
イ
オ
ラ
ボ
棟
の

施
設
内
に
は
ジ

ャ
グ
ジ
ー
（
写

真
❺
）が
あ
り
、

疲
れ
た
身
体
を

休
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
バ

イ
オ
ラ
ボ
棟
の

近
く

に

は

I
A
B
の
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社（
H
M
T
）」（
２

０
１
３
年
12
月
東
証
マ
ザ
ー
ズ
上
場
）と「
ス

パ
イ
バ
ー
株
式
会
社
」
が
あ
り
ま
す
。 

　

H
M
T
は
、
曽
我
朋
義
環
境
情
報
学
部
教

授
が
開
発
し
た
C
E
│
M
S
解
析
法（
後
述
）

を
中
心
に
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
分
析
受
託
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
ス
パ
イ
バ
ー
は
I
A
B
で

研
究
を
し
て
い
た
関せ
き

山や
ま

和か
ず

秀ひ
で

代
表
執
行
役

（
２
０
０
５
年
環
境
情
報
学
部
卒
）
が
研
究

開
発
し
た
、
強
靭
か
つ
柔
軟
な
”人
工
の
ク

モ
の
糸
“
繊
維
を
事
業
化
し
た
会
社
で
す
。

　
「
な
ぜ
義
塾
が
首
都
圏
か
ら
遠
く
離
れ
た

鶴
岡
に
研
究
所
を
作
っ
た
の
か
、
と
疑
問
に

地
域
と
連
携
し
、
鶴
岡
を
世
界
の
バ
イ
オ
タ
ウ
ン
に

鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
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思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
欧
米
の
主
要
研

究
所
の
ほ
と
ん
ど
は
自
然
豊
か
な
地
方
に
あ

り
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
大
学
や
研
究
所
が

都
市
部
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
む
し
ろ
お

か
し
い
と
思
い
ま
す
。
鶴
岡
は
美
し
い
自
然

と
文
化
に
囲
ま
れ
、
空
気
が
き
れ
い
で
旬
の

野
菜
や
魚
が
美
味
し
く
、
腰
を
落
ち
着
け
て

研
究
に
取
り
組
む
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
独
創
的
で
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
を
鶴
岡
か
ら
次
々
に
生
み
出
し
実
現
す

る
こ
と
で
、
地
方
活
性
化
の
成
功
例
と
な
り

日
本
を
牽
引
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で

す
」
と
話
す
の
は
、
研
究
所
所
長
の
冨
田
勝

環
境
情
報
学
部
教
授
で
す
。

　

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
先
端
生
命
科
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
専
攻
す
る
大
学
院
生
は
鶴
岡

に
居
を
移
し
て
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す

が
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
S
F
C
）
で

バ
イ
オ
を
学
ぶ
学
部
生
は
２
学
期
間
（
ま
た

は
1
学
期
間
）、
T
T
C
K
の
宿
舎
に
滞
在

す
る
「
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
し
て
実

験
の
基
礎
を
学
び
、
単
位
を
取
得
し
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
国
際
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
学
会
第

10
回
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
よ
う
に
、
鶴
岡

が
バ
イ
オ
の
、
な
か
で
も
世
界
的
な
メ
タ
ボ

ロ
ー
ム
解
析
の
地
と
な
っ
た
大
き
な
理
由

は
、
曽
我
教
授
が
開
発
し
た
世
界
初
の
C
E

│
M
S
技
術
に
あ
り
ま
す
。

　
「
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
と
は
細
胞
内
の
全
代
謝

物
質
の
総
称
。
哺
乳
動
物
で
数
千
種
類
と
い

わ
れ
る
代
謝
物
質
を
一
斉
に
測
定
で
き
る
分

析
法
が
、
キ
ャ
ピ
ラ
リ
ー
電
気
泳
動
│
質
量

分
析
装
置
（
C
E
│
M
S
）
に
よ
る
測
定
法

で
す
。
イ
オ
ン
性
物
質
な
ら
何
で
も
測
定
で

き
、
義
塾
の
医
学
部
や
薬
品
メ
ー
カ
ー
と
共

同
で
、
生
体
や
組
織
の
異
常
を
示
す
低
分
子

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
」（
曽
我
教
授
）

　

曽
我
教
授
の
次
の
テ
ー
マ
は
が
ん
細
胞
の

代
謝
の
研
究
。「
特
異
的
代
謝
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
界
的
な
発
見
と
な
り
、

新
し
い
薬
の
開
発
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。
社

会
に
役
立
つ
仕
事
を
す
る
の
が
、
研
究
者
の

使
命
で
す
か
ら
」

環
境
情
報
学
部

曽そ

我が

朋と
も

義よ
し

教
授

環
境
情
報
学
部

冨と
み

田た　

勝
ま
さ
る

教
授

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究

科
後
期
博
士
課
程
１
年

石い
し

井い

千ち

晴は
る

君

研
究
生
活
に
も
忙
中
閑
あ
り
。

休
日
は
海
や
山
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
バ
イ
オ
研
究
の
こ
と
を
知

り
、
環
境
情
報
学
部
へ
。
学
部
時
代
は
、
春
・
夏
の
休
み

を
利
用
し
、
鶴
岡
に
来
て
実
験
を
し
ま
し
た
。
修
士
か
ら

は
鶴
岡
に
移
り
住
み
、
研
究
に
明
け
暮
れ
な
が
ら
快
適
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
腸
内
の
細

菌
の
構
成
や
細
菌
が
産
生
す
る
物
質
を
、
D
N
A
塩
基
配

列
分
析
や
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
を
組
み
合
わ
せ
て
解
析

し
、健
康
と
の
関
係
を
調
べ
る
こ
と
で
す
。
将
来
的
に
は
、

健
康
診
断
に
腸
内
細
菌
検
査
が
加
わ
り
、
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
を
予
測
し
、
食
生
活
の
改
善
に
よ
っ
て
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ラ
ボ
と
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
往
復
す
る
毎
日
で
す
が
、
夏
は

日
本
海
で
魚
釣
り
、
冬
は
湯
殿
山
で
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ボ
、
と

休
日
の
楽
し
み
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
手
軽
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
自
然
が
あ
る
の
も
、
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
魅
力
で
す
。

❹
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２ つ の タ ウ ン キ ャ ン パ ス の T O P I C S

　

新
川
崎
（
K２
）
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
「
新
川
崎
・
創
造
の
も
り
」

の
中
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し
て
２
０
０
３
年
１
月
に
川
崎
市
が
オ
ー

プ
ン
し
た
の
が
「
か
わ
さ
き
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
」、
通
称
K
B
I
C

で
す
。
こ
こ
は
産
学
官
連
携
を
推
進
す
る
施
設
で
、
義
塾
か
ら
も
い
く
つ

か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
企
業
と
の
共
同
研
究
や
事
業
化
を
目
指
し
て
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
K
B
I
C
に
は
ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
産

学
官
共
同
研
究
施
設
（
N
A
N
O
B
I
C
）
が
併
設
さ
れ
て
い
て
、
慶
應

義
塾
大
学
の
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
東
京
大
学
の
４
大

学
連
携
に
よ
る
「
４
大
学
ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
や
関
連
す
る
企
業
等
が
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

K２
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
研
究
成
果
を
基
に
し
た
産
学
官
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
川
崎
市
と
共
催
し
て
、
主
に
地
元

企
業
を
対
象
と
す
る
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を

年
に
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
８
月
28
日
に
は
、
大
西
公
平
教

授
が
講
師
に
な
り
、「
実
世
界
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
」
技
術
を
紹
介
し
（
写
真
）、

事
業
化
を
視
野
に
入
れ
た
、
熱
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
新
川
崎
駅
、
鹿
島

田
駅
周
辺
は
、
こ
れ
か
ら
も
再
開
発
が
進

み
、
よ
り
便
利
で
快
適
な
研
究
施
設
集

積
エ
リ
ア
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
核
を
担
う
K２
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
未
来
を
拓
く
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世

界
の
研
究
界
、
産
業
界
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
を
”世
界
の
バ
イ
オ
タ
ウ
ン
“
に
す
る

た
め
に
、
地
域
社
会
と
の
交
流
も
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
研
究
所
の
隣
に
あ
る
鶴
岡
中
央

高
校
の
生
徒
を
”研
究
助
手
“
と
し
て
採
用
し

た
り
、
市
内
の
高
校
か
ら
バ
イ
オ
に
興
味
を
持

つ
高
校
生
を
”特
別
研
究
生
“
と
し
て
受
け
入

れ
た
り
と
、
研
究
所
員
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

最
先
端
の
研
究
に
携
わ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
は
画
期
的
な
試
み
で
す
。
根
底
に
は
、
受
験
勉
強
一
辺
倒

の
日
本
の
高
校
教
育
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
湘
南
藤
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
（
S
F
C
）
開
設
の
と
き
に
積
極
的
に
A
O
入
試
を
実

施
し
た
こ
と
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
特
別
研
究

生
に
な
っ
た
生
徒
に
は
、
研
究
経
験
を
も
と
に
義
塾
に
限
ら
ず
A
O

入
試
受
験
を
勧
め
て
い
ま
す
」（
冨
田
所
長
）

　

そ
の
他
、
一
貫
教
育
校
の
高
校
生
が
鶴
岡
に
来
て
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
を
体
験
す
る
「
サ
マ
ー
バ
イ
オ
カ
レ
ッ
ジ
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
サ
イ

エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
」（
主
催
・
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
山
形
県
・
鶴
岡
市
・
I
A
B
と
共
同
で
毎
年

夏
に
開
催
し
て
い
る
「
高
校
生
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
i
n
鶴
岡
」
に
は
、

今
年
も
全
国
か
ら
50
校
、
１
６
２
名
の
高
校
生
が
参
加
し
、
研
究
作

品
を
発
表
し
ま
し
た
（
写
真
）。

　

未
来
の
”ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
バ
イ
オ
研
究
者
“
を
育
て
る
た
め
に
、

鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
地
域
と
連
携
し
て
高
校
生
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

地
元
鶴
岡
の
高
校
生
を
研
究
助
手
、

特
別
研
究
生
に
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大
阪
は
、
福
澤
諭
吉
先
生
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、
後
に
先
生
が
緒
方
洪
庵
の

適
塾
で
学
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
義
塾
と
縁
の
深
い
街
で
す
。
そ
の
大
阪
の
堂

島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
に
慶
應
大
阪
リ
バ
ー
サ

イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
た
の
が
２
０
０
８

年
、
そ
し
て
２
０
１
３
年
５
月
に
は
、
同
キ
ャ
ン

パ
ス
を
移
設
発
展
さ
せ
た
慶
應
大
阪
シ
テ
ィ
キ
ャ

ン
パ
ス
が
北
区
の
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ

ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
塾
員
交

流
や
生
涯
学
習
の
場
の
み
な
ら
ず
、
同
キ
ャ
ピ
タ

ル
内
の
研
究
機
関
や
企
業
と
の
産
学
官
交
流
の
場

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
ロ
ン
ド
ン
オ
フ
ィ

ス
は
、
２
０
０
６
年
11
月
、
ロ
ン
ド

ン
中
心
部
に
位
置
す
る
独
立
行
政
法

人
日
本
学
術
振
興
会
（
J
S
P
S
）

ロ
ン
ド
ン
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
校
を
含
む

欧
州
圏
内
の
代
表
的
な
大
学
・
機
関
と
の
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
・
研
究
交

流
を
促
進
し
、
義
塾
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
業
務
と
し
て
は
、
夏
季
・
春
季
休
校
中
に
塾
生
が
参
加
す
る
「
短

期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
国
際
セ
ン
タ
ー
主
催
）
の
現
地
で
の
運
営
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
先
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
、
パ
リ
政
治
学
院
の
担
当
者
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
塾
生
の
国
際
体
験
が
順

調
に
進
む
よ
う
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
欧
州
の
学
生
に
向
け
た
義
塾
の
広
報
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
毎
年
11
月
に
は
、
留
学
生
誘
致
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で

日
本
留
学
フ
ェ
ア
「Experience Japan Exhibition

」
を
主
催
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
は
、
英
国
内
外
か
ら
約

７
０
０
名
の
来
場
が
あ
り
、
日
本
へ
の
関

心
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
多
様
な
文
化
が
行
き
交
う
「
世

界
の
ハ
ブ
都
市
」
の
一
つ
で
あ
る
ロ
ン
ド

ン
を
拠
点
に
、
義
塾
の
知
と
人
の
交
流
を

支
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

塾  AUTUMN 2014 NO.2847

国
内
外
に
ひ
ろ
が
る
義
塾
の
拠
点

ロ
ン
ド
ン
で
義
塾
の
知
と
人
の
交
流
を
支
え
る

ロ
ン
ド
ン
オ
フ
ィ
ス
担
当
職
員 　

鈴す
ず

木き

祥よ
し

功の
り

君

関
西
の
拠
点
、
慶
應
大
阪
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス

　

浦
和
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
薬
学
部
の
施
設
の
一
つ
で
す
。
旧
共
立
薬
科
大

学
時
代
の
１
９
６
６
年
に
旧
浦
和
市
（
現
さ
い
た
ま
市
緑
区
）
に
薬
用
植
物
園

と
運
動
場
の
あ
る
浦
和
分
校
と
し
て
開
設
さ
れ
、

２
０
０
８
年
か
ら
、
合
併
に
伴
い
義
塾
の
施
設
に

加
わ
り
ま
し
た
。
武
蔵
野
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
広

大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
示
す

の
が
、
薬
用
植
物
園
で
す
。
薬
学
を
学
ぶ
の
に
不

可
欠
な
薬
草
に
親
し
む
た
め
、
約
６
０
０
種
も
の

薬
草
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
３
５
０
０
㎡
の

敷
地
に
は
温
室
も
あ
り
、３
〜
11
月
の
平
日
に
は
、

広
く
一
般
の
方
に
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
用
植
物
園
の
あ
る
浦
和
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス


